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グループ名 

秋山大翼 

技術教育専攻 鎌田ゼミ 院生チーム 
大学名 愛知教育大学 

作品名 端材・廃材の木材を利用したベンチの作成 人数 １名  

１． 目的 
 本作品（図１）は講義「木材加工演習」において木材加工室で保管されている端材・
廃材となる木材を用いた作品を設計・作成が課題となったため作成した。 

２． 作品について 
 本作品は研究室で私が座ることを想定している。木材は大学の木材加工室で保管され
ていた廃棄予定の木材を利用した。また，今後の教材になるように，簡単に作成できる
加工を多くした。 

３． 工夫点 
 本作品は設計から作成完了まで 60～90分×５回で完了するようにシンプルなデザイ
ンにした。天板として利用した木材は表面が黒くくすんでおり湿気による反りが見受け
られた。そのため，かんながけにより表面をきれいにし平らになるようにした（図２）。
天板裏に取り付けた木材について，釘の長さが木材の厚さより短かったため，釘を打つ
場所を薄くなるように加工した（図３）。図３の後に取り付ける木材は，この薄くする
加工が上手にできていないと取り付けられないため，教材として加工の精度が意識する
ことができるようになっている。また，脚がぐらつかないように，床に近い場所に脚と
脚の間に丸棒を取り付けた。丸棒は脚に空けた穴（図４）に通すことによる取り付けを
行った。穴の大きさは 20φである。 

４． 今後の課題 
 教材化に向けて，天板として用いることができる木材が中学校現場にあるか実態調査
を行い，費用を抑えることができるか確認する必要がある。 
 

 

 

図２ 天板に使用した木材 

 

図１ 作成した作品 

 

図４ 脚に穴あけしている場面 

 

図３ 木材の取り付け 


